
医療区分１では不適切と思われる患者の状況
～医療区分の適正な実施に関する状況調査より～

調査時期：平成23年4月
対象病床：日本慢性期医療協会 医療保険療養病床（回復期リハは除く）対象病床：日本慢性期医療協会 医療保険療養病床（回復期リハは除く）
回答病棟：325病棟（176病院）

※下記の患者の状況は、日本慢性期医療協会が作成した「医療区分１の分類」（試案）に基づく。

（複数回答）

区分 医療提供状況
回答病棟数
n=325

比率（％）

1-5 癌ターミナル（余命1ヶ月以内） 131 40.3 

1-5 喘息重積発作 111 34.2 

1-5 認知症老人の日常生活自立度（M） 99 30.5 

1-5 肝不全（腹水高度, NH4Cl 120mg/dl以上） 98 30.2 

1-5 心不全（高度非代償性） 97 29.8 

1-5 重度意識障害（JCS100以上） 95 29.2 

1-4 癌ターミナル（余命2～3ヶ月） 90 27.7 

1-4 認知症老人の日常生活自立度（Ⅳ） 89 27.4 

1-5 喀痰吸引（7回/日以下） 84 25.8 

1-5 その他の感染症（CRP 5以上、顆粒球減少症、ウイルス性など） 74 22.8 

1-5 BNP（1,000以上） 74 22.8 1



＊医療区分１では不適切だと考える患者の状況
（複数回答）

区分 医療提供状況
回答病棟数
=325

比率（％）
n=325

1-5 妄想、幻覚 73 22.5 

1-5 Hb（7 g/dl以下） 73 22.5 

1-5 低栄養（Alb 2 5 g/dl以下） 72 22 21 5 低栄養（Alb 2.5 g/dl以下） 72 22.2 

1-5 脱水（BUN 50 mg/dl以上） 70 21.5 

1-5 自殺企図 67 20.6 

1-5 胸水 心嚢液貯留 65 20 01-5 胸水、心嚢液貯留 65 20.0 

1-5 仮性球麻痺（経管栄養） 64 19.7 

1-5 徐脈（40 以下）RonT、af.（f波500/min以上） 62 19.1 

1 5 CKD（クレアチニン6mg/dl以上） 61 18 81-5 CKD（クレアチニン6mg/dl以上） 61 18.8 

1-4 重度意識障害（JCS30以上） 59 18.2 

1-3 癌ターミナル（余命4～6ヶ月） 58 17.8 

1 5 血糖（随時血糖 200 mg/dl以上 HbA1c8以上） 51 15 71-5 血糖（随時血糖 200 mg/dl以上、HbA1c8以上） 51 15.7 

1-5 錐体外路症状（重度） 49 15.1 

1-5 SAB、AVB（Ⅲ度）SSS 49 15.1 

1 4 肝不全（腹水軽度 NH4Cl 100 /dl以上） 49 15 11-4 肝不全（腹水軽度、NH4Cl 100mg/dl以上） 49 15.1 

1-5 難治高血圧（治療にもかかわらず日中最高血圧180㎜Hg以上） 45 13.8 

1-5 全麻手術後1ヶ月以内 41 12.6 

1 4 CKD（クレアチニン4 /dl以上） 40 12 31-4 CKD（クレアチニン4mg/dl以上） 40 12.3 

1-4 BNP（500以上） 37 11.4 
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＊医療区分１では不適切だと考える患者の状況
（複数回答）

区分 医療提供状況
回答病棟数
=325

比率（％）
n=325

1-4 脱水（BUN40mg/dl以上） 36 11.1 

1-3 認知症老人の日常生活自立度（Ⅲ） 31 9.5 

1-4 Hb（8g/dl以下） 28 8 61 4 Hb（8g/dl以下） 28 8.6 

1-4 低栄養（Alb3g/dl以下） 27 8.3 

1-4 血糖（随時血糖150mg/dl以上、HbA1c7以上） 26 8.0 

1-3 脱水（BUN 30 mg/dl以上） 22 6 81-3 脱水（BUN 30 mg/dl以上） 22 6.8 

1-3 意識障害（JCS 20、10） 21 6.5 

1-3 低栄養（Alb 3.5 g/dl以下） 13 4.0 

1 3 Hb（9 g/dl以下） 13 4 01-3 Hb（9 g/dl以下） 13 4.0 

1-3 BNP（100以上） 11 3.4 
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医療療養病床は、患者の状態像によって医療区分１～３に分類される。最も状態が「軽い」と判断されている
医療区分１を分類する試案を日本慢性期医療協会が作成

〈参考資料〉

医療区分１の分類
【医療区分1－4】【医療区分1－5】

医療区分１を分類する試案を日本慢性期医療協会が作成。

・重度意識障害（ＪＣＳ１００以上）
・癌ターミナル（余命１ヶ月）以上
・肝不全（腹水高度，ＮＨ４Ｃｌ１２０mg／dl）
・ＣＫＤ（クレアチニン６mg／dl以上）
・喘息重積発作

・重度意識障害（ＪＣＳ３０以上）
・肝不全（腹水高度，ＮＨ４Ｃｌ１００mg／dl以上）
・ＣＫＤ（クレアチニン４mg／dl以上）
・認知度（Ⅳ）
・脱水（ＢＵＮ４０ｍｇ／ｄｌ以上）

【 】【医療区分1 5】

喘息重積発作
・仮性球麻痺（経管栄養）
・喀痰吸引（７回／日以下）
・全麻手術後１ヶ月以内
・その他の感染症（ＣＲＰ５以上，顆粒球減少，ウイルス性など）
・胸水，心嚢液貯留

・低栄養（Ａｌｂ３ｇ／ｄｌ以下）
・Hb８ｇ／ｄｌ以下
・ＢＮＰ（５００以上）
・血糖（随時血糖１５０ｍｇ／ｄｌ以上，ＨｂＡ１ｃ７以上）

【医療区分1 3】・妄想、幻覚
・錐体外路症状（重度）
・認知度（Ｍ）
・自殺企図
・難治高血圧
（治療にもかかわらず日中最高血圧１８０ H 以上を呈する例）

・意識障害（ＪＣＳ２０，１０）
・癌ターミナル（余命６ヶ月）
・認知度（Ⅲ）
・脱水（ＢＵＮ３０ｍｇ／ｄｌ以上）
低栄養（Ａｌｂ３ ５ ／ｄｌ以下）

【医療区分1－3】

（治療にもかかわらず日中最高血圧１８０ｍｍHg以上を呈する例）
・心不全（高度非代償性）
・ＳＡＢ，ＡＶＢ（Ⅲ度）ＳＳＳ
・徐脈（４０以下）ＲｏｎＴ，ａｆ．（ｆ波５００／ｍｉｎ以上）
・脱水（ＢＵＮ５０ｍｇ／ｄｌ以上）
・低栄養（Ａｌｂ２ ５ｇ／ｄｌ以下）

・低栄養（Ａｌｂ３．５ｇ／ｄｌ以下）
・Hb９ｇ／ｄｌ以下
・ＢＮＰ（１００以上）

区分１ ３ １ ４ １ ５ 以外でＡＤＬ区分３の人

【医療区分1－2】
・低栄養（Ａｌｂ２．５ｇ／ｄｌ以下）
・Hb７ｇ／ｄｌ以下
・ＢＮＰ（１０００以上）
・血糖（随時血糖２００ｍｇ／ｄｌ以上，ＨｂＡ１ｃ８以上）

・区分１－３，１－４，１－５，以外でＡＤＬ区分３の人

・区分１－３，１－４，１－５以外でＡＤＬ区分１，２の人

【医療区分1－1】

最も状態が「軽い」とされている医療区分1には 施設での対応が可能な軽症から重度意識障害 癌タ ミナル最も状態が「軽い」とされている医療区分1には、施設での対応が可能な軽症から重度意識障害、癌ターミナル、
肝不全などの重症まで、実に多種多様な病態が含まれている。
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